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北海道で採取された野鳥の糞便から高病原性鳥インフルエンザ

ウイルスが検出された事例に伴う防疫対策の再徹底について 

 

このことについて、令和2年10月30日付け2消安第3417号をもって、農林水産省

消費・安全局動物衛生課長から別添のとおり通知がありました。 

このたびの通知は、北海道で採取された野鳥の糞便から高病原性鳥インフルエンザ

ウイルス（H5N8亜型）が検出されたことを受けて、家きん飼養者、獣医師等の畜産関

係者に対し、飼養衛生管理基準の遵守及び異常家きんの早期発見・早期通報の徹底に

ついて指導又は助言をするよう周知するものです。 

つきましては、貴会関係者に周知方よろしくお願いいたします。 
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